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１．問題の設定
　
　絵本において、仕事はどのようにとらえられてきたのであろうか。本小稿
は、この問題を考えるための第一歩となる調査研究である。わが国の学校
教育では、大学を含めて、1990年代以降、キャリア教育が注目されるよう
になり、仕事とはどのようなものであるかを考えるとともに、どのようなか
たちでキャリアを育て、送っていくのかが重視されている。
　そのようななかで、子どもにも、仕事に関する教育が必要であると考えら
れている。子どもに対するキャリア教育の方法や手段については、各種のも
のがあろうが、ここでは、絵本の活用を、そのひとつとして考えてみたい。
そのために、絵本が本当に活用できるのかという議論に進む前に、その前
提として、絵本において、仕事がどのようなものとしてとらえられているか
を知る必要がある。本小稿は、そのささやかな第一歩である。
　私のキャリア論の成果は、必ずしも多いとはいえない。1980年代前半の
企業内におけるキャリア・ディベロップメント・プログラム（CDP）の研究
からスタートし、その後、退職準備教育や、定年後の雇用継続の研究に移っ
ている。中断の時期があって、再びキャリア論に取り組んだのが、横浜市立
大学の法人化（2006年）にともなう学部改組のなかで担当した、「キャリア・
デザイン実習」の講義である。そのために、2007年には、私の責任監修で、
『キャリア開発論』（文眞堂）を出版している。そして、かなり時間はたった
が、2016年に、『個人の自立と成長のための経営学入門――キャリア戦略を
考える――』（文眞堂）を、渡辺峻との共著で上梓した。
　一方、ここ数年、自宅にある子どもの本専門の家庭文庫（「まーがれっと
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文庫」）で、絵本を少しずつ読んできたが、そのなかで、本小稿の問題意識
が生まれている。
　本稿の構成は、以下のようになっている。人間の長い歴史のなかでみると、
狩猟と農業が主な仕事や職業になってきたと考えられ、このふたつの仕事
に関する絵本を２冊ずつ選択して、そのストーリーを要約し、それにコメン
トをつけることにする。
　そして、このふたつの仕事につづいて、現代の生活がきわめて多様な仕
事によって支えられているという認識のもとに、「仕事の多様性」という視
点を重視してみたい。具体的には、多様性の視点をもつと思われる絵本を
５冊とりあげ、同じようにストーリーの要約とコメントを述べる。そのあとで、
全体としての総括的な議論を行う。なお、使用する絵本は、すべて日本語
訳である。
２．狩猟という仕事
（１） モンゴルの『はじめての　かり』における危険と報酬
　『はじめてのかり』（My First Hunting Trip、福音館書店、1996年）は、オ
ノン・ウルグンゲ（Urgunge Onon）と唐 亜明（Tang Yaming）の作で、絵は
ムンフジン・チュールテミン（Munkhjin Tsultemin）が描いている。時代は
不明であるが、主人公のバートルは、モンゴルの大草原に住んでおり、馬に
乗って草原を駆けまわるのに一生懸命な少年である。この絵本は、この少
年の初めての狩りの話である。
　冬になって、父親とその弟（叔父）が鹿狩りに行くことになり、バートル
は同行することを依頼する。母親は心配したが、父親は、猟師の仕事を見
ておくのも悪くないと、同行が許される。
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　つぎの日、母親がつくった狩り用の特別な服を着て、３人は出発する。大
草原を走り続けて、山あいのくぼ地に来たところで、父親と叔父は、氷で硬
くなった土にテントを張っている。その夜、主人公は生まれて初めて、服を
着たままテントで寝る。
　翌朝、父親は、遠方まで狩りに行くので、バートルに、叔父を手伝って、
留守番をしっかり行うように指示している。彼は枯れ木を集めて火をおこし、
温かい湯を馬に飲ませている。日が沈む頃になって、大きな鹿を馬にのせて
帰ってきた父親を見て、バートルは感激し、翌日の狩りへの同行を頼む。そ
して、父親は、手伝いをした報酬として同行を認めている。
　つぎの日は、夕方になってから出発した。馬を走らせ、丘を越えると、湖
に到着した。この湖は塩水なので、鹿が塩をなめにやってくると父はいい、
静かにしていないと、鹿はたちまち逃げてしまうと、バートルに忠告してい
る。ふたりは湖のほとりで、雪の上に身を伏せている。そして、冷たい風が
吹くなか、息をつめて暗闇を見ていると、遠くのほうに、ふたつの点が光っ
ている。その光は徐々に大きくなり、まもなく消えてしまう。それは、鹿の
目であった。
　父親は銃をかまえていたが、光がまた現われる。こんどは、ふたつの卵の
形をした光であり、これを見た父親は、狩りをやめて帰るという。それは、
鹿が来るのを待ちぶせした虎の目であり、それがわかったから、銃をうたな
かったと、バートルに説明している。遠いとはいえ、虎をうつのは危険であ
ることを、父親はこれまでの経験で知っていたのである。
　翌日、鹿が来たかどうかを確かめるために、ふたりは再び湖に向かってい
る。きのうふたりが身を伏せていたあたりまで行くと、大きな新しい足あと
が残っていた。それは、鹿ではなく、虎のものであった。父親は、近くに虎
がいるので危険であると判断し、急いでテントに戻ることにする。
　懸命に馬を走らせていると、途中の丘の上で、１頭の猪が岩に牙をこすり
つけては、そのあと川に飛びこみ、すぐにはいあがって、砂の上を転げまわ
るのを、くり返しているのが見えた。バートルが父親に聞くと、猪は虎と戦
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うつもりでいて、その準備をしており、冬の真夜中には、きまって戦いを始
めるのだと説明している。
　テントに戻って、夜になったとき、父親は、戦いは真夜中なので、だれも
見たことはないし、場合によっては、自分たちのほうに向かってくるかもし
れないので、見ようと思ったことはないと、つけ加えている。そのとき、す
さまじいほえ声が聞こえてくる。それは、猪と虎の戦いの始まりであった。
その後は、闇のなかから、ものすごい勢いでぶつかり合う音が聞こえてきて、
バートルは恐怖で一杯になっている。
　夜が明けて、戦いのあったそばまで見に行くと、虎と猪がにらみ合うかっ
こうでうずくまっていた。父親と叔父が銃をうったが、ピクリともせず、す
でに凍死の状態であった。叔父が、バートルの頭をなでながら、初めての
狩りで、テントで寝ているうちに、なにもせずに大ものの獲物を手に入れて、
運がいいと語りかけている。そして、鹿とこの大ものふたつを持って、母親
のもとに帰っていく。
　以上が、この絵本のストーリーである。きびしい寒さの冬に狩猟を行う人
びとの姿が描写されており、父親はまさに、「おやじの背中」を見せようと
いうことで、息子を狩りに連れていっている。
　ここでわかるのは、まず、大草原に住む人びとの生活と、仕事を考えるう
えで大切なのは、なによりも馬に乗れることである。この馬を自由にたくみ
に扱えることが基本であるが、狩りという仕事を行うなかでみえてくるのは、
これだけではない。安全な場所を見つけ、テントを張り、火をおこし、食事
をつくることも大切である。そして、成人になれば、銃を使えることも不可
欠なのである。
　これらができなければ、狩りはできない。また、狩りだけでなく、生存さ
えもむずかしくなってしまうおそれがある。さらに、他者と行動をともにす
るときには、足手まといになったり、相手に迷惑をかけることになる。
　第２に、狩りという仕事は、つねに危険を背にしていることである。とくに、
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冬のきびしさは、自然自体がもつ危険を意味している。テントを張っても、
寒さを防ぐことができず、狩りのときに着る特別な服を着用しなければ、こ
ごえてしまうのである。そして、暗闇の恐怖がある。慣れてしまえばという
ことであるが、初めて経験する者には、夜の暗闇はおおきな恐怖であり、危
険さえ感じさせるものであろう。しかも、この暗闇のなかに、危険な動物が
いるとすれば、暗闇が現実の危険になることは明らかである。
　さらに、危険は実際の狩り場では、いっそう明瞭となる。ふたつの卵形の
光を見て、虎の存在を知った父親は、危険を感じて直ちに狩りをやめ、テ
ントに戻っている。そして、翌日には、その虎の存在を確認するとともに、
猪の挙動から、猪と虎の戦いを予想して、安全を確保する行動をとっている。
　狩猟という仕事には、危険がつねにつきまとっている。したがって、細心
の注意や配慮を払って、身の安全を守らなければならない。一刻といえども、
気を抜くことが許されないことを、この絵本は示している。
　第３は、報酬の問題である。これには、ふたつの観点がある。ごく一般的
な意味であるひとつ目は、ある活動に対して、それと引きかえに得られるも
のである。馬に乗ることに一生懸命努力し、しっかり乗れることがわかった
ので、狩りへの同行が認められている。また、狩りに行った際にも、留守番
の手伝いを行ったので、翌日の狩りに同行することが許されている。
　そして、報酬には、もうひとつの形態があることがわかる。それは、虎と
猪という「大もの」の獲物を獲得したときに、叔父が主人公に対して、運が
いいと語りかけたことである。初めての狩りで、テントで寝ている間に、大
ものを獲得できたのであるから、本当に幸運といえる。活動やそのための努
力がないのに、報酬である獲物を獲得している。報酬には、このような「偶
然の恵み」もあるのだろう。
　しかし、いつもこんなことが起こるわけではない。懸命に狩りをしても、
一頭もとれない日もあるだろう。バートルがテントで留守番をした日に、父
親は鹿をとって帰ってきたが、それは幸運に近い一日であったかもしれない。
活動の実態があっても、報酬が得られないことがあるということである。
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　その意味でいうと、活動なしに大ものを得られたのは、本当に運がいいと
いわなければならない。叔父のバートルへの語りかけは、真実であり、狩猟
という仕事の本質をついている。
（２）『むらいちばんのりょうし　アイパナナ』の「共生」
　
　グロツェル（V．Glotser）とスネギリョフ（G．Snegiryov）の再話による『む
らいちばんのりょうし　アイパナナ』（How Did The Boy Become A Great 
Hunter、1986年）は、「アジア・エスキモーの昔話」（An Asian Eskimo Folk-
Tale）のサブタイトルをもっている。邦訳は松谷さやか、画は高頭祥八で、
1997年に福音館書店から出版されている。
　表題をそのまま訳すと、「その少年は、どのようにして、すごい猟師になっ
たのか」であるが、アイパナナという小さな少年が、村一番の猟師になった
ことを書いた、きわめてシンプルな話である。
　両親のいないこの少年は、祖母と極北の海辺の村に住んでいる。あるとき、
村人たちは大きな鯨をとった。村のならわしで、親のいない子どもには、肉
と油がもらえることになっていた。祖母は、冬になって、食べ物がなにもな
くなったら食べることにして、その肉を地面に埋めるよう少年にいいつけて
いる。そして、少年は肉を埋めている。
　冬がきて、寒い日が続き、食べるものが少なくなり、少年は、祖母のいい
つけで、肉を掘りだそうとする。しかし、ネズミがその肉をすでにほとんど
食べてしまっているのである。そして、ネズミの母親は、残っている肉も、
自分の子どもたちに食べさせてほしいと懇願する。泣きだしてしまうアイパ
ナナに、母親はそのお返しに、小さな体をたくましくし、そのうえ速く走れ
るようにするので、これからは空腹で困るようなことはなくなると告げる。
　ネズミの母親がアイパナナの手や足、肩に触れると、彼はたちまちのうち
に大きくなり、がっしりとしたたくましい体になる。祖母のところに戻り、
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かたく凍りついて、地面を掘ることができなかったと伝える。祖母は、孫が
急に大きくなったことに驚く。そのとき、海のほうから、白熊が現われたと
の叫び声が聞こえてくる。
　家の外に出ると、猟師たちが白熊を追いかけている。アイパナナはたくま
しく、速く走れるようになったので、数名の猟師をつぎつぎ追い越して、白
熊を力いっぱい槍でさしている。白熊は彼のものとなり、獲物をかついで、
祖母のもとに帰っていく。
　
　これが、この絵本のあらすじである。このなかで、仕事に関連して、どの
ようなことが示されているであろうか。まず第１は、「猟師の条件」である。
猟師という仕事は、子どもにはできないが、たとえ大人になったとしても、
たくましく、そのうえ走るのが速くなければならないものである。白熊を追
いかけて、競争相手を追い抜く場面は、まさに、このたくましさと速さを明
らかにしている。
　しかし、もうひとつ、このような肉体的な条件をこえた、精神的な強さを
もたなければ、獲物を得ることはできないであろう。危険をおそれず、獲物
に立ち向かう勇敢さや大胆さなども、当然のことながら、必要なのである。
本文には書かれていないが、絵のなかで、白熊を追いかけ、それを槍でさ
して射とめ、そして、背中に背負って祖母のところに帰る主人公の顔は、勇
敢さと自信に満ちている。つまり、このふたつの強さが、猟師の条件となる
と考えられる。
　第２に、猟の方法である。大きな鯨をとる場合、一人ではできないので、
それは、多くの人びととの協働によって行われる。そうでなければ、鯨をし
とめることができないのは明らかである。一方、白熊を追いかける場面では、
猟師個人の間の競争になっている。ネズミのお返しで成長できたアイパナナ
は、速く走れるようになったので、数名の猟師を追い越して、白熊を獲得し
ている。ここでは、きびしくも、自由な競争が行われている。
　巨大プロジェクトの場合、知恵が働いて、協働やチーム行動がとられる。
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しかし、ひとりでも行える場合には、競争となり、それに勝つことが求めら
れる。絵本にでてくる鯨と白熊の猟には、このような協働と個人間の競争の
ちがいが明らかにみられている。
　したがって、猟師は、このふたつの方法を使いわけながら、猟を行うこと
になる。そして、その使いわけは、捕らえようとする獲物（対象）により左
右されている。
　さて、この絵本でもっとも注目すべきは、つぎのポイントである。それは、
獲物を得たあとの成果の配分問題である。つまり、獲物は、獲得した猟師だ
けのものではなく、村びとたちに配分されるものになっていることである。
　鯨の肉と油が、両親のいないアイパナナにも分け与えられている。そして、
白熊をしとめたアイパナナは、なんのためらいもなく、村びとたちを呼んで、
肉を分けている。空腹は自分だけでなく、どの村びとも空腹であるというの
が、その理由である。また、空腹は、自分を大きくしてくれたネズミも同じ
であるとして、肉のかたまりを地面に埋めている。
　協働ではなく、個人で得たものでさえ、その個人に帰属させるのでなく、
村人たちのものにしている。おそらく、生理的欲求の充足が困難な貧しい時
代にあっては、村はともに助けあって生活する「共同体」であり、個人に帰
属するものも、成果のひとり占めではなく、村びとたちに配分することで、
ともに生き抜いてきたのであろう。ここには、いわゆる「共生」の思想が支
配している。
　最後は、猟師アイパナナの、仕事への動機づけである。それは、村びと
たちに肉を分け与えることで、彼らの生活の一端を支えているという意識で
ある。これは、「利他主義的な動機」というべきものであり、彼の活動の下
支えになっている。現代的にいえば、地域貢献の欲求充足といえる。
　それと同時に、村一番の猟師になったという社会的評価が、彼にとって
は重要である。力はあるし、足も速いので、対抗できる人がいなくなった彼
は、毎日獲物をとり、村一番という名声を得る。それも、彼の動機づけになっ
ていると考えられる。
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　要するに、彼は、猟師としてのすぐれた実力を発揮するとともに、「共生」
の思想のもと、地域の人びとの生活に役立つ仕事を行っている。
３．農業という仕事
（１） 『にぐるま　ひいて』における家族の協働
　
　ドナルド・ホール（Donald Hall）が書いた『にぐるま　ひいて』（Ox-Cart 
Man、1979年、もき　かずこ訳、ほるぷ出版、1980年）は、クーニー（Barbara 
Cooney）のすてきな絵でつくられている。そして、この絵本には、19世紀
初頭の、アメリカのニューイングランド地方の、古きよき家族と農村風景、
都市ポーツマスのにぎやかさが描かれている。
　
　一家は、夫婦と子どもふたりである。秋10月の落ち葉の季節になると、父
親は牛を荷車につなぎ、この１年で家族がつくり、育ててきたものすべてを、
そこに積みこんでいる。その中身には、以下のものが含まれている。
ⓐ 父親が刈りとった羊の毛をつめた袋、母親が羊の毛をつむいで織った
ショール、その毛で娘が編んだ手袋５セット
ⓑ 家族全員でつくったロウソク
ⓒ 亜麻からつくったリンネル
ⓓ 父親が切りだした屋根板の束
ⓔ 息子がつくった白樺のほうき
ⓕ 家族の食料や種イモを除いたジャガイモ
ⓖ リンゴ、ハチミツ、ハチの巣
ⓗ かぶとキャベツ
ⓘ カエデ砂糖の木箱づめ
ⓙ 子どもたちが集めた、ガチョウから抜け落ちた羽根
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　一家は農業に従事し、生計をたてている。荷車に積んだもののリストをみ
ると、それは明らかである。畑でつくった野菜や果物といった食生活にかか
わるものは、当然のことであるが、電気がなく、砂糖も手に入らない時代の
生活を支えるもの――ロウソクやカエデ砂糖など――である。
　そして、家族はそれぞれが役割を分担している。たとえば、羊の毛は父
親が刈りとり、その一部を使って母親はショールを、娘は手袋をつくってい
る。また、父親は屋根板の束を、息子は白樺のほうきをつくっている。さら
に、子どもたちは、家で飼っているガチョウの羽根を集めている。
　さて、父親はこの１年間の成果物を荷車にのせて、10日間の行程でポー
ツマスにひとりで向かう。丘をこえ、谷をぬけ、川を渡り、農場や村をいく
つもすぎて、やっとのことで、美しいポーツマスのまちの市場（いちば）に
到着する。ここで、すべての成果物を売り払っている。つまり、彼らの成果
物は商品となり、それと引きかえに、現金を得ている。
　しかし、商品になったのは、それだけではない。カエデ砂糖の空き箱、リ
ンゴが入っていた空き樽、ジャガイモの空ら袋、なにも積まれていない荷車
と牛、牛が身につけていた付属品なども、すべて売り払っている。現金を得
た父親はその後、市場を歩きまわり、暖炉にさげる鉄の鍋をまず買う。これ
は、母親のためのものであろう。そして、娘にはイギリス製の刺繍針を、息
子には白樺のほうきをつくるのに必要なナイフを買っている。さらに、家族
全員のために、うす緑色のハッカキャンディを２ポンドで購入している。
　父親はこれらをすべて鍋に入れ、残りの現金をポケットにしまって、家族
が待ちわびる家に戻っていく。父親から針をもらった娘は、さっそく刺繍に
とりかかり、息子は新しいナイフで木を削り始めている。鍋は夕飯づくりに
利用されている。夕飯後に、家族はハッカキャンディをひとつずつ口にする。
夜になると、父親は若い牛のために、新しい手綱を編んでいる。
　つまり、父親の帰宅は、再び１年間の成果物をつくる、新しい１年の始ま
りを意味している。冬には、父親は牛のくびきを削り、新しい荷車の板をひ
き、屋根板の材料を切りだしている。そして、母親は亜麻をリンネルに仕上
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げ、娘はそれに刺繍を刺している。息子はインディアン風のほうきをつくっ
ている。また、家族全員でロウソクをつくっている。冬の終わりの３月には、
カエデから樹液をとって煮詰め、カエデの砂糖づくりを、これも家族全員で
行っている。それは、残雪のなか、父親と娘が樹液をとり、母親はたきぎを
くべて煮詰める作業を担当し、息子はたきぎ運びを行っている。
　春４月になると、羊の毛を刈りとり、糸をつむぎ、ショールや手袋に仕立
てている。そして、５月には全員でジャガイモ、かぶ、キャベツを植えつけ
ている。この頃になると、リンゴの花が散り、ミツバチが活動を始め、裏庭
ではガチョウの群れが鳴きながら、軽い羽根をまき散らすようになる。
　これが『にぐるま　ひいて』のストーリーである。家族４人で農業に従事
し、それぞれが不平をいうこともなく、まじめに自分の仕事をしっかりこな
しているようにみえる。仕事を確実に行うことが、１年間の成果物のレベル
を左右し、それが、ポーツマスの市場で売って得られる現金に、そのまま反
映することを家族全員が自覚しているのである。これは、子どもでさえ、家
庭経営、つまり家計のきびしさを知っていることを示している。
　成果物を売って得られる現金の、その一部は鍋と刺繍針、ナイフの購入
にあてられる。この３つは、食生活を支える道具（鍋）と、これから１年間
の成果物を生みだすための道具（刺繍針とナイフ）であり、「純粋なおみやげ」
とはいえない。そして、それらの購入金額を差し引いた残余は、父親のポケッ
トに入っているが、それは、これから１年の家族の支出にあてられることも
明らかである。
　したがって、「純粋なおみやげ」は、２ポンドのうす緑色のハッカキャンディ
だけなのである。それは、きわめてささやかな幸せにみえるが、当時にあっ
ては、ごく普通のことであったと思われる。絵に描かれた家のなかをみても、
調度品らしきものはなく、実に質素な生活を送っているのである。
　そして、こうした１年間のサイクルは、今後も同じように続いていくもの
と思われる。つまり、それは、当面のところ、毎年ほぼ同じような生活がく
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り返されるものとイメージされている。
　現代は、生産する場と生活する場が分離されているのが一般的であるが、
『にぐるま　ひいて』の情景では、このふたつの場が一致し、結合している。
そして、家族による協働が行われており、家族全員が一生懸命に働いてい
る。
　家族による協働というのは、一面ではたしかに美しい。しかし、別のいい
方をすると、それは、全員が働かないと、家計が維持できないということで
もある。生産の場と生活の場が結合しているというが、前者が後者を包摂し、
支配しているように思われる。
　それでは、この家族は不幸せなのであろうか。ポーツマスから父親がもち
帰ったばかりの鍋をさっそく使って、母親が火の燃えさかる暖炉から、その
鍋をとりだすのを、父親と子どもが静かに見ている姿は、幸せそのものであ
り、きわめて美しくみえる。
　イスにすわる３人のうち、疲れて帰ったばかりの父親は、なにをすること
もなく眺めている。そして、娘は刺繍の針を動かすのをやめ、息子はナイフ
を右手に持っているが、その手は動いていない。物質的に恵まれた現代か
らすれば、ささやかにみえるが、この場面こそは、この家族の幸せを示す１
枚なのである。
　家族は地道に仕事を行い、堅実に生活している。そして、そのようなな
かで、この絵本は、周囲や自然にも配慮している。ポーツマスまでのみちの
りに描かれる農村風景は、秋の季節であるが、環境破壊はなく、美しさが
そのまま保たれている。また、家族が行う仕事にも、自然を傷つける要素は
ない。機械はなく、家族による労働の提供と簡単な道具の使用によって、
仕事が遂行されているのである。
（２） 「おひさま」とともにある自営の『スモールさんの　のうじょう』
　ロイス・レンスキー（Lois Lenski）による1942年の『スモールさんの　の
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うじょう』（The Little Farm、渡辺茂夫訳、福音館書店、1971年）も、仕事
を考えるための絵本である。レンスキーには、本のタイトルでいうと、“リ
トル（Little）シリーズ”といわれるものがある。代表的なものに、以下があ
る。
1934年　『ちいさい　じどうしゃ』（The Little Auto、渡辺茂夫訳、福音館
書店、1971年）
1940年　『ちいさい　きかんしゃ』（The Little Train、渡辺茂夫訳、福音館
書店、1970年）
1946年　『ちいさい　しょうぼうじどうしゃ』（The Little Fire Engine、渡
辺茂夫訳、福音館書店、1970年）
　まさに「小さい」（リトル）シリーズであり、本書もその意味では、『ちい
さい　のうじょう』になるが、訳者は『スモールさんの・・・』としている。
　なお、このほかに、『ちいさい　ひこうき』、『ちいさい　ヨット』、『カウボー
イの　スモールさん』、『おまわりさんの　スモールさん』などもあり、いず
れも渡辺茂夫訳で、福音館書店から出版されている。
　さて、アメリカの出版社で公刊された『スモールさんの　のうじょう』は、
どのようなストーリーになっているであろうか。
　登場するのは、男性のスモールさんだけであり、彼は、自営の農業従事
者である。トラクターを所有し、イヌが同居している。朝早く起き、家畜小
屋に行って、動物たちにエサやりを行っている。動物たちは、どれも空腹状
態である。そのあと、牛乳しぼりを行い、牛乳を大きなカンに入れている。
牛たちを牧場に連れていくと、そのカンを、トラックがくる収集場まで運ん
でいる。
　空腹な動物へのエサやりは、このあとも続く。たくさんいるブタ、ニワトリ、
アヒル、七面鳥などにもエサをやっている。午前中は、このようなことをし
て過ぎている。お昼になると、農場の入り口にある郵便受けに郵便物をとり
にいく。
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　午後には、作業がはかどるトラクターを使って、畑を掘り起こしたり、な
らしたりしている。そして、季節により、その利用法はちがっている。夏に
は麦を刈りとり、山のような大量のワラを納屋に運ぶ。秋にはリンゴ畑で収
穫し、トラクターでリンゴを積んだ車を引っ張る。また、果物や野菜を道路
わきの店舗に陳列して、客が来るのを待っている。冬は、森でたきぎをつく
り、トラクターが使えないので、馬ぞりに積んで、農場まで運んでいる。
　夕方になると、ニワトリ小屋に行って、卵を集め、牧場から牛を連れ帰っ
て、２回目の牛乳しぼりを行っている。これが終わると、家に入り、夕食と
なる。その頃には、夕日も沈んでいる。
　以上が主なストーリーであるが、同居人ともいうべきイヌは、ⓐ 朝起き
たところ、ⓑ 牛乳カンに牛乳を入れるところ、ⓒ 牛を小屋から牧場に入れ
るところ、ⓓ 郵便物を取るところ、ⓔ 牛を牧場から連れ出すところ、ⓕ 仕
事がすべて終わって、家に入るところ、で登場している。このうち、スモー
ルさんの仕事に役立っているのは、牛の牧場への出し入れのところ（ⓒとⓔ）
である。
　この作品は、第２次世界大戦中のものであり、70数年前に出版されている。
きわめて困難であろうと思われるが、スモールさんはたったひとりで農場を
経営している。そして、実際に日々の仕事は、経営（マネジメント）という
よりも、作業（オペレーション）のウエートが多いものになっている。
　農場の作業では、まず、動物へのエサやりが大切であることがわかる。
多種の動物を飼育しており、エサやりにかなりの時間を費やしている。そし
て、牛乳しぼりやニワトリの卵集めと、牛の移動にも時間をさいている。
　また、畑仕事が、当然のことながら、農場においては重要である。ここで
は、トラクターが季節により、ちがったやり方で活用されている。そして、
収穫された、とれたての野菜や果物は、家の前の道路わきの店舗で販売し
ている。それは、まさに「直売」である。さらに、冬になると、近くの森に
行って、たきぎをつくっている。自宅暖房用のたきぎ運びには、トラクター
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に代わって、馬が使用されている。
　ところで、お昼になると、彼は郵便を取りに、農場の入り口に向かってい
る。それは、農作業とは直接関係ない。しかし、農場経営者として、スモー
ルさんが社会とかかわっていることを示している。一見すると、社会から孤
立したところで、ひとりで仕事を行っているように思われるが、郵便取りは、
決してそうではないことを意味していると、考えるべきである。
　さて、スモールさんの生活は、「おひさま」とともにあるものになっている。
朝は、日の出とともに起き、仕事をスタートさせ、日没には、仕事を終える
毎日である。それは、農業に従事している人びとにとって、共通のパターン
である。彼はつらい顔もせず、平然と仕事をこなしている。絵のなかで、表
情はあまりなく、むしろ仕事を行うことに満足しているようにみえる。喜怒
哀楽はなく、ほぼ同じ顔をして、たんたんと仕事に向かっている。
　この「おひさま」とともにあることに関連して、農業は天候に左右される
ことが多い。きびしい雨や風の日には、作業の遂行が困難になったり、場合
によってはできなくなる。そのときのスモールさんの顔は、おそらく困った
表情や心配したものになるであろう。その意味では、この絵本は、天候的に
は仕事がやりやすいときを想定している、とみるべきである。
４．『くまさんシリーズ』における仕事の多様性
　くまさん（Teddy Bear）シリーズは、第２次世界大戦終了（1945年）後数
年たった、1948年から1985年までの30数年間に、イギリスで出版され、以
下の計５冊からなっている。
① 1948年、『せきたんやの　くまさん』（Teddy Bear Coalman、石井 桃子
訳、福音館書店、1979年） 
② 1979年、『パンやの　くまさん』（Teddy Bear Baker、間崎 ルリ子訳、
福音館書店、1987年）
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③ 1981年、『ゆうびんやの　くまさん』（Teddy Bear Postman、間崎 ルリ
子訳、福音館書店、1987年）
④ 1983年、『うえきやの　くまさん』（Teddy Bear Gardener、間崎 ルリ子
訳、福音館書店、1987年）
⑤ 1985年、『ぼくじょうの　くまさん』（Teddy Bear Farmer、間崎 ルリ子
訳、童話館出版、1997年）
　このうち、①、②、③は、フィービとセルビ・ウォージントン（Phoebe 
and Selby Worthington）の共著であり、④、⑤はフィービと、セルビから交
代したジョーン（Joan）ウォージントンによって世に出ている。
（１）『せきたんやの　くまさん』
　この絵本は、第２次世界大戦が終了して間もない時期に公刊されている。
主人公は単身で生活しており、田舎町で、自営の石炭販売業を営んでいる。
所有しているのは、馬と荷馬車、石炭を入れる大量の小さな袋である。そし
て、石炭が入った袋を荷馬車いっぱい積みこんで、得意先に届ける仕事を
行っている。
　仕事は、肉体労働的な単一作業といってよい。日曜日と祭日をのぞけば、
朝早く起き、朝食がすむと、荷馬車に乗って、得意先を一軒一軒まわる。
得意先では荷馬車から注文分の石炭袋をおろし、背中に背負って、その家
の石炭置き場に石炭を投げいれ、終わるとお金を受け取る。受領にあたっ
ては、１コ、２コと、しっかりチェックを行っている。
　このような作業をくりかえして、袋がなくなると、全速力で家に戻る。家
に帰ると、くまさんと馬はお茶を飲み、ゆっくりとした時間を過ごすことに
なる。しかし、そのうちに、疲れとあくびがではじめ、くまさんは２階のベッ
ドに入って、すぐ眠る。
　これが全体のストーリーである。得意先をまわって、注文を受け、それを
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確実に届ける（配達する）というルーチン的な作業を担当している。しかも、
誠実かつ勤勉に遂行している。顔は無表情に近く、お客さんに会っても、
笑うわけではなく、たんたんと仕事をこなしているように見える。
　仕事後のお茶のあと、暖炉の前で絵本を見るのが楽しみになっているが、
生活のほうもきわめてシンプルなのである。
（２）『パンやの　くまさん』
　残りの３冊と同じように、前作から30年後の1970年代から80年代の作品
であり、くまさんは、工房つきの店舗と、販売業務用の自動車１台を持って
いるほかに、パンやケーキをつくるスキルをもつ自営業者である。
　パンやのくまさんも早起きであり、朝早く起きて、すぐにかまどに火を入
れ、熱くなるまでの時間には、朝一番のお茶を飲む。かまどの前には石炭
が置かれ、いつでもくべることができるようにしている。この一休みののち、
エプロンをかけ、パンの生地づくりを行って、パイやケーキをつくっている。
そして、生地がふくらむまではねかしておき、この仕込みの間に朝食を食べ
ている。
　パン、パイ、ケーキなどの商品が完成すると、半分は店舗に並べ、残りは
自動車に運びこんでいる。ここから、くまさんはセールスを行うことになる
が、まず車を運転して通りに出て、そこで販売を始める。カネを鳴らすと、
近所の人びとが買いにくる。おそらく、いつも行っているので、カネが鳴る
と、常連客（お得意さん）がやってくるのであろう。商品と引きかえに、お
金を１コ、２コとチェックしながら受け取り、首にかけたカバンにしまいこ
んでいる。この外売りが終わると、注文を受けていた誕生日用のケーキを届
けるために、その家を訪問している。
　このあとは、店舗に戻り、店番を行っている。くまさんは礼儀正しく、しっ
かり挨拶してくれるので、近所の人びとは、この店に好感をもっており、子
どもづれも多い。
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　店舗に陳列されたパンが売れてしまうと、店を閉め、夕食の準備を始める。
パンやのくまさんもひとりなので、自分で食事をつくっている。夕食後には、
今日１日の売上げを計算して、貯金箱にしまいこむ。これで、多忙な一日が
終わるが、体はすっかり疲れており、２階のベッドに入ると、すぐにぐっす
り眠ってしまう。時計は、午後８時をさしている。
　
　これが話の骨子である。くまさんは、パンやケーキをつくる職人であるが、
自分がつくったものをセールスする仕事も担当している。そして、店舗だけ
でなく、車を運転して引き売り的なセールスをしたり、注文があれば直接配
達もしている。
　前作のせきたんやの場合は、肉体労働的な単一作業のみに専念していた
が、このくまさんは、製造と販売を担当している。しかも、製品は多品種に
及び、販売では、店舗内と店舗外の販売を行っており、明らかに、仕事の
複雑性が増している。また、目ざまし時計をかけて起床しており、きわめて
規則正しい毎日を送っている。
（３） 『ゆうびんやの　くまさん』 
　このくまさんも、ひとりで生活している。仕事を行うために持っているの
は、バッジのついた帽子と、手紙やはがきを入れるカバンである。休みの日
曜日をのぞくと、毎朝早く起床している。絵本では、季節は冬であり、外は
まだ暗い状態である。
　クリスマス・イブの朝、くまさんは、手紙や小包の入った袋を受け取りに
駅に行き、それを手押し車に積んで、郵便局まで運んでいる。雪が降って
おり、寒そうな空気である。郵便局に着くと、イスにすわって手紙や小包に
スタンプを押している。ここは、個人郵便局であるらしく、郵便局長の奥さ
んが温かい飲み物をいれてくれている。それから、人形の入ったほどけかかっ
た小包を、ていねいに包みなおしている。
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　この作業が終わると、いよいよ配達であり、イブなので、どこの家でも、
くまさんが来るのを待っている。そして、ていねいに包みなおされた小包を
届けた家は、くまさんを大歓迎している。郵便物をすべて配り終えると、く
まさんは街角にある郵便ポストを開けて、手紙すべてをカバンに入れ、より
分けるために、郵便局に持ち帰っている。
　これで一日の仕事は終了し、帰宅する。疲れているので、風呂に入り、
それから夕食をとっている。そして、自分のところに来た小包（クリスマス・
プレゼント）を開けている。その後、２階のベッドに向かうことになる。
　この話では、主人公は自営のようにもみえるが、郵便局となんらかの関係
を結んで、仕事を行っているように思われる。雇用関係なのか、請負関係
なのかはわからない。郵便局長ではなく、郵便局長の奥さんが登場してい
るだけなので、その辺のところは不明である。しかし、前２作の石炭屋とパ
ン屋が自営業者であるのとは異なっている。
　仕事は、郵便にかかわる広範な業務にわたっており、「公共的なサービス
業」である。仕事の性格上、現金の受け取りはない。冬の寒いなかの仕事
であるが、たんたんとこなしている姿は、これまでと同様、印象的である。
（４）『うえきやの　くまさん』
　くまさんの主な持ち物は、スコップとクマデ、そして、小さな赤い手押し
車であるが、物置には、これ以外にも、植木職人に必要な用具が置かれて
いる。彼もひとりで生活する自営業者である。ネコが同居人として登場し、
とくに協力するわけではないが、仕事の場に登場している。しかし、絵には
ネコが登場してはいるものの、本文には、いっさいネコに関する記述はない。
　朝になると、物置に行き、作業用のエプロンをつけて、手押し車に植木
バサミとほうきを積みこんでいる。そして、手押し車を押して、隣の家の庭
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の手入れを行う。垣根を刈りこみ、11時になると、隣の奥さんがビスケット
とレモネードを差し入れてくれて、一休みしている。その後、芝生を刈り、
芝を集めて手押し車に入れている。仕事がすべて終わると、奥さんは作業
費を支払っている。くまさんは、受け取った現金をしっかり確かめ、家に戻っ
て昼食をとっている。
　午後２時になると、スコップとクマデを手押し車に積んで、自分の畑に出
かけている。にんじんとジャガイモ、それから花を収穫し、手押し車いっぱ
いに乗せて帰宅している。自宅の門の前にそれらを陳列し、お客が来るのを
待っている。くまさんは礼儀正しく、近所の人たちが、おいしい野菜を買い
にくる。売り切れると、家に入り、手をきれいに洗っている。そして、夕食
を終える頃には、くまさんはすっかり疲れてしまい、２階にあがり、ベッド
に入っている。
　これが、自営の植木屋のくまさんの話であり、たんたんとした仕事ぶりは
これまでと同じである。植木屋といっても、実際のところ、午後は農家とな
り、収穫と販売の仕事も行っている。午前中については、タイトルどおりの
植木職人であり、垣根の刈りこみでは、職人としてなかなかの力量を発揮
しているが、午後には、農業に従事し、いわば兼業の状態になっていること
がわかる。
　植木職と農業は、ともに土や植物を媒介とした、類似の仕事のように思
われるが、かなりちがった仕事と考えるべきである。刈り込み中心の植木職
とちがって、農業では、畑に食料や花となるもののタネや苗を植えつけ、そ
れを育てていくという過程が大切なのである。
　この絵本で興味深いのは、同居人としてのネコの存在である。ネコはど
の場面にも描かれている。最後の場面で、ベッドに入るために、２階の階段
をのぼるとき、ネコがくまさんを先導しているようにみえるが、それ以外、
ネコは周辺にいるものの、明確な役割をもっているわけではない。しかし、
なにもしていないが、ネコはそれなりの存在感を示しており、くまさんとの
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間には、信頼感がつくられているのかもしれない。
（５）『ぼくじょうの　くまさん』
　くまさんは、自営の農業従事者であり、住んでいる牧場には、トラクター、
イヌ、ネコ、そして家政婦さんがいる。牧場の朝は早く、まず最初に、牛の
エサやりのあと、乳しぼりを行っている。しぼったものは、大きな牛乳カン
に入れ、トレーラーに乗せて道路沿いの門のところに置きに行く。あとで、
トラックが集めにくることになっている。
　これが終わると、家に戻り、朝食となる。朝食は家政婦のマフェットさん
がつくってくれている。これまでの４冊では、すべて朝食は自分でつくって
いるが、ここで初めて、家政婦さんが登場している。朝食後は、動物のエ
サやりを行う。まず、ニワトリを小屋から出して、エサの麦をまいている。
つぎはブタであり、母ブタのほかに子ブタも多く、家政婦さんもこれを見て
いる。さらに、子牛にもエサを与えている。このあと、市場に行って、牛を
２頭購入している。
　昼食をとると、ほし草をひっくりかえして、早く乾くようにしている。家
政婦さんが手伝ってくれるので、当然のことながら、仕事ははかどっている。
その後、ニワトリの卵を集めて、牧場のなかにある仕事場へもっていく。そ
こでは、家政婦さんが、できあがったバターを販売用に切り分けている。そ
こに、卵とバターを買いに少年が訪れている。
　夕方になると、くまさんは牧場を見まわって、動物たちを小屋に入れてい
る。とくに、ニワトリはキツネにねらわれるので、注意深く戸を閉めている。
一日の仕事が終わると、すっかり疲れてしまい、風呂に入ると、ココアをもっ
て２階にあがり、ベッドに入って、絵本を見て、すぐに眠ってしまう。
　さて、自営の農業従事者であるくまさんは、牛、ニワトリ、ブタなどの動
物の飼育を中心に、たんたんと仕事をこなしている。これまでの４冊とちがっ
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て、生きている動物を相手にしているために、彼らに適度な運動をさせると
ともに、エサやりが大切な仕事になっている。多くの動物を空腹状態にする
ことができないため、エサやりの場面が、ひんぱんに出てくるのは当然であ
る。そして、牧場が広く、動物の数や種類が多くなると、その管理には、労
力や時間を要することになる。また、エサの調達も大切な仕事となる。
　エサは毎日与えなければならないから、くまさんには日曜も休日もないが、
この絵本では、家政婦さんが協力者として登場している。これまでの４冊は、
くまさんはひとりで仕事を行っているが、彼女はヘルパーとしての役割を果
たしている。それは、食事の準備、ほし草づくりの作業、バターづくりなど
である。
　もうひとつ興味深いのは、イヌとネコの存在である。イヌは、家政婦さん
とともに、牧場にいることが、冒頭で述べられている。しかし、本文では、
イヌの活動については、なにも書かれていない。ただ、どの場面にもイヌが
描かれている。いつもくまさんの周辺にいて、きわめてフレンドリーな雰囲
気をかもしだしている。また、イヌの行動には、広い牧場を監視したり、ま
わりの敵から動物を守ろうとする、役割があるようにみえる。
　これに対して、『うえきやの　くまさん』で存在感を示していたネコの位
置は小さい。イヌにその位置をとられてしまい、家政婦さんのバターづくり
の仕事場周辺でちらりと見られるにすぎない。そして、くまさんが行ってい
る仕事の近くには、いないのである。
　さて、５冊のくまさんシリーズは、職種は異なるが、ほぼひとりだけの自
営業者である。しかし、『ゆうびんやの　くまさん』については、自営とは
いえず、それが雇用関係なのか、請負関係なのかは不明である。
　５冊のいずれも、くまさんは、朝早起きをして、規則正しく、堅実にひと
りで仕事を遂行している。仕事自体は、反復的に学習したり、熟練するよう
になると、それほどむずかしくない、ルーチン的なものであるが、しかし、
手を抜くことはできず、勤勉さが求められている。その典型は、動物たちへ
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のエサやりである。　　
　また、先端的な技術が要求されるような工場で働くわけではないので、
技術習得も困難ではなく、使用している道具は、少し慣れると、だれもが容
易に使えるものである。
　そのなかで、パンなどの製造や植木の手入れについては、熟練による職
人としてのスキルが必要であるし、さらにいえば、センスといったものが要
求される。熟練や経験も大切であるが、仕事に対する感覚があるかどうかで、
仕事の質やでき具合がちがってくる。
　さらに、このシリーズで興味深いのは、くまさんと顧客や利用者の間には、
やりとりが確実にあるということである。それは、販売活動を中心に、郵便
物の配達という公共サービスの提供というかたちで行われているが、しっか
りとした対応をしているので、ステイクホルダーである顧客や利用者に、安
心感だけでなく、信頼の気持ちを与えていることがわかる。
　どの作品をみても、くまさんのたんたんとした仕事ぶりには、頭がさがる
思いがする。それは、５冊を通じて一貫している。仕事が終わると、一日の
仕事で疲れているので、早寝をして、翌日の仕事に備えている姿が印象的
である。まさに、「早寝早起き」である。仕事以外には、楽しみがないよう
にもみえるが、絵本を見ることや、お茶を飲むことにささやかな喜びを得て
いる。くまさんには、それで十分なのかもしれない。
　ところで、このシリーズは５冊ものであり、仕事といっても、石炭屋、パ
ン屋、郵便屋、植木屋、牧場のわずか５つがとりあげられているにすぎない。
しかし、５つとはいえ、仕事にはいろいろなものがあるという、「多様性」
を提示していることは、たしかである。そして、続けてやろうと思えば、仕
事の追加もできたのではなかろうか。
　５つの仕事は、いずれも「生活関連産業」ともいうべきものである。石炭
屋は、エネルギー関連であり、衣食住という生活関連の区分でいえば、住
に属する。そして、庭の手入れを行う植木屋のサービスも、住に関連してい
る。また、パン屋は、まさしく食であり、牛乳やバターなどをも作っている
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牧場も、食に関連している。さらに、郵便屋は、衣食住とは異なる「公共サー
ビス」の部分であり、前出のスモールさんのなかでも、この公共サービスの
ことが書かれている。
　この５つの仕事は、子どもも知っているとか、子どもが自分でやってみた
いと思っている仕事であったのであろうか。そして、現代でいえば、ケーキ
屋、ファッションのお店、花屋、レストランなどが加わってくるのであろうか。
その点では、くまさんシリーズには、発展性を感じる。
５．総括的な検討
　
　以上をふまえて、さらに総括的な検討を行っていこう。
（１） 仕事にまつわる「危険」
　
　仕事を危険の程度でみていくと、最初に取りあげた狩猟の危険が一番高
い。おかれている環境もきびしい。寒さや雪があり、凍死のおそれさえある
といった気候的な要因にくわえて、昼間ではなく、夕方以降に活動すること
もある。さらに、狩猟の対象となるのは、生きた動物であり、虎や熊のよう
に、人間に危害を加えるものもある。このように、狩猟には生命の危険がつ
きまとっている。
　したがって、この仕事は慎重に行わなければならない。『はじめての　かり』
のバートルの父親の行動は、まさに慎重そのものである。しかしながら、慎
重さだけでは、狩りはできない。むしろ、危険を冒す勇気が要求される。『む
らいちばんのりょうし　アイパナナ』の事例は、それを示している。そのた
めには、体はたくましく、しかも速く走れるという肉体的条件、さらに精神
的な強さを備えていなければならない。つまり、慎重さと大胆さといった、
矛盾した要素が、狩猟という仕事にはある。
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　また、すでに述べたが、鯨をとるときと、白熊の場合を比較すると、前者
においては、協働やチーム作業が行われ、後者では個人間の競争が行われ
ている。ここには、狩猟の対象となる動物の捕獲の困難性とともに、危険性
に対する判断が、当然のことながら、入っている。
　鯨はあまりにも大きすぎるし、さらに、ひとりで戦うには危険であるとい
う配慮があるなかで、個人では無理なので、共働やチーム作業の方法が採
用されるのである。これに対して、白熊では、猟師たちが追いかけている姿
は、一見すると、チームを組んでいるようにみえるが、実際にははげしい競
争が行われているのである。つまり、白熊は、必ずしもきわめて危険な存在
とは考えられていない。
　狩猟に比べると、農業の危険ははるかに小さい。『にぐるま　ひいて』と『ス
モールさんの　のうじょう』でも、危険らしいものは感じられない。おそらく、
雨風がひどく、嵐になって仕事ができなくなることもあるが、それはいつも
のことではない。にぐるまの一家もスモールさんも、そのような気候的な要
因のきびしさは書かれていない。
　この点は、くまさんシリーズも同じである。ただし、『ぼくじょうの　く
まさん』では、ニワトリがキツネに狙われるので、夕方になると、被害がで
ないように、小屋に入れて注意深く戸を閉めており、ここでは、危険が確実
にあることを明示している。そして、同居人ともいうべきイヌは、広い牧場
を監視したり、飼われている他の動物を守ろうとしていることから、外部か
らの危険が想定されている。
　くまさんシリーズにおいては、ここまで述べてきたような危険はみられな
い。強いていえば、『ゆうびんやの　くまさん』で、人形が入った、ほどけ
かかった小包を、包み直している。そのままでは、品物が外に出るおそれが
あり、その破損を避けるために、対処している。
　くまさんシリーズでは、全体を通して、しっかり仕事をこなしているので、
その間に問題が発生し、危険をつくりだす要素はない。顧客との金銭のや
りとりにおいても、確認作業を行っており、危険が発生することはない。
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（２） 報酬の問題
　仕事を行ったのちに、それと引きかえに得られる報酬とか、成果について
は、すでに述べたが、もう一度整理してみたい。
　狩猟は、報酬を考えるうえで、わかりやすい。一般的に、報酬は、仕事
を行うという活動に対して得られるものであるが、狩猟では、活動の実体が
あっても、報酬が得られないこともある。しかし、バートル場合には、なに
もしていないのに、「大物」を獲得している。このような、「偶然の恵み」は、
叔父が言っているように、運のいいことであったであろう。
　もっとも、狩猟では、気候的な条件が悪ければ、どんなに意欲があっても、
仕事はできず、天候が改善するのを待たなければならない。その意味では、
仕事の遂行自体が、天候によってかなり左右されている。
　ところで、狩猟において、報酬や成果をどのように配分するかについても
考えさせるものがある。アイパナナの場合、獲物は、捕らえた個人だけに帰
属させるのではなく、周辺の村びとたちにも配分している。バートルでも同
様であるが、貧しい時代にあって、村はともに助けあって生活する「共同体」
であり、村びとにも配分して、独り占めをしていないのである。
　本稿では取りあげなかったが、『ムースの　大だいこ――カナダ・インディ
アンのおはなし』（The Great Moose-Skinned Drum――A Canadian Indian Folk 
Tale、秋野和子再話、秋野亥左牟画、福音館書店、1986年）にも、同じよ
うなことが書かれている。ここでは、ストーリーは省略するが、ムースとい
う大鹿がとれなくなり、それが長期化したために、村びとたちは食べるもの
がなくなり、大変な事態に陥る。そこで、村びと全員が、ムースの皮ででき
た大だいこを打ちながら祈り続け、ついにムースを捕らえ、村人たちは生き
延びることができるのである。
　このときの狩猟は、チーム作業で行われている。そして、いい肉は、男性
の成人がいなくて、狩りに出られなかった家族に与え、残りをその他の家族
に平等に分配している。さらに、死んだムースの命に感謝し、その魂に祈り
71
齊藤　絵本にみる「仕事とはどのようなものか」
をささげている。
　さて、これに対して、農業はどうであろうか。『にぐるま　ひいて』では、
子どもも働かなければならない、経済的にきびしい環境にあり、家族全員が
勤勉に各自の仕事に取り組んでいる。秋になって、父親はそれまでに収穫し、
手で作ったものを、すべて荷車にのせて、町まで運んでいく。そして、町の
市場でそのすべてを売りつくし、ここで一年分の経済的報酬を得ている。こ
のときの父親の思いは、どのようなものであったろうか。
　父親は、この一年分の報酬のなかから、日々の生活に必要な鍋と、もの
づくりに必要な生産手段となる道具（刺繍針とナイフ）、そして、家族の一
年間の仕事に対する報酬として、ハッカのキャンディを購入している。家族
への「純粋なおみやげ」はこれだけである。残るお金は、おそらく、これか
らの一年間に必要な支出にあてられることになる。
　しかし、これだけの報酬でも、家族は決して不幸せにはみえない。静か
で安定した生活と仕事を享受し、それを継続している。そして、家族による
協働の姿は、美しくみえる。
　これに対して、トラクターを使う、20世紀のスモールさんは、どうであろ
うか。ひとりで多忙な仕事ぶりであるが、たんたんと仕事をこなしている。
そして、「おひさま」とともにの生活を送っている。行う仕事の内容は多様
であり、慣れてしまえばむずかしくないが、多種の仕事を遂行している。し
たがって、それは少数の単純労働の反復といったものではなく、意外にやり
がいのあるものと思われる。しかも、自分ひとりで行っているので、なにを
するにしても、自由裁量性があり、仕事における満足感は高いと推測される。
　もうひとつは、経済的な報酬であるが、収集トラックが牛乳カンを取りに
きているので、おそらく、バターやチーズなどの製造業者との関係があり、
そこから定期的に売上を獲得していることがわかる。また、とれたての野菜
や果物を道路わきの店舗で直売している。動物のエサやりには、金銭的な
支出が求められ、畑の耕作や牧場の維持管理にも、コストは当然かかって
いる。
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　スモールさんの絵本では、農場での具体的な作業内容がほとんどであっ
て、経済的な報酬をイメージさせるものは、いま述べたものだけである。そ
の点、くまさんシリーズはちがっている。公共サービスに従事する『ゆうび
んやの　くまさん』をのぞくと、仕事の一部として、商品やサービスを顧客
に提供しており、その見返りに、お金を受領している。つまり、くまさんの
場合、日々の仕事のなかで、経済的な報酬として、売上を確実に獲得して
いる。
　この経済的な報酬を得るために、くまさんは、地域に住む、個々の顧客
からの信用を大切にしている。個人営業で、地域に密着して活動している
くまさんにとって、顧客の信用こそが、仕事をするうえでの前提なのである。
ただし、この場合の地域の意味は、狩猟における村びとたちの「共同体」
とは、ちがったものになっている。
　ところで、第２次世界大戦後まもない時期に公刊された『せきたんやの
　くまさん』を別にすれば、そのほかのくまさんシリーズには、貧しい感じ
はない。狩猟の２冊や、『にぐるま　ひいて』において、物質的な豊かさが
感じられないのに対して、1980年以降のくまさんシリーズは、物質的には
恵まれた状況になっていることがわかる。
（３） 仕事の遂行における少人数ベース
　今回とりあげた仕事は、いずれも、ひとりまたは少人数ベースで行われて
いる。企業でいうならば、少数の人間による「スモール・ビジネス」という
べきものである。
　『にぐるま　ひいて』は、家族４名の協働であり、これが最大である。また、
『はじめての　かり』は、父親と叔父の２名によって狩りが計画され、実行
されている。そして、くまさんシリーズでは、シリーズの他のものがひとり
であるのと異なり、『ぼくじょうの　くまさん』は、くまさんと家政婦の２
名で仕事が行われている。
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齊藤　絵本にみる「仕事とはどのようなものか」
　このほかは、すべて基本的にひとりであり、しかも、『はじめての　かり』
をのぞけば、非常に限定された地域のなかで仕事を行っている。したがって、
生活する場で仕事を行い、生産する場は、ほぼそれと重なり合い一致して
いるか、若干広くなっている。その点でいえば、『はじめての　かり』は、
両者がかなり離れている。要するに、多くは地域に密着した仕事の遂行な
のである。
　さて、現代の仕事は組織化されたり、法人化されており、仕事は、全体
の一部を担うかたちで遂行されることが、一般的になっている。今回対象と
した絵本のように、組織化されずに、少人数で仕事が遂行されている場合
もあるが、そのなかでも、組織の構造をつくり、そこに、比較的多数の人員
を配置している。
　そして、多くの人間は雇用されて働いている。それに対して、絵本にみら
れる少人数の世界では、独立・自営が求められている。それは、みずから
がみずからを雇い、自立的に生きていく姿を提示している。今回の、いずれ
の絵本における仕事ぶりが、それを明らかにしている。
６．おわりに
　絵本において、仕事が、どのようにとり扱われているかをみてきた。今回
が第一歩となる調査研究であることを考慮して、無理に結論を導くことはし
ない。あせったり、あわてることはないであろう。むしろ、つぎのステップ
として、どのような絵本を選びだし、それをどのように読みこむかに専念し
たいと思っている。仕事論をめぐる絵本との格闘は、始まったばかりである。
［2016. 9.15］
